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平成 21~22年(2009~2010) 
個展を前提とした作品制作研究⒅ 
第18回個展・佐喜眞美術館 in   Ginowan 

 

  金城 満 

１. 展覧会名: 

  金城満展2009 -Triple Sugar「ぬけがらの音」- 

 

２. 趣旨： 

  １６０９年薩摩侵攻から４００年。それは沖縄の魂にとって何だったのか。金城満氏  

  が美術の言葉で表現しました。今回の企画は、「痕跡のあと」（1992年 11月）と   

 「Sweet400」（2009年１月）、二つのシリーズで構成されています。ことば、音、闇な  

 ど、共通のテーマを持つ両シリーズを比較展示し、 

 さらに最新作 -Triple sugar- 「ぬ けがらの音」からは軋む残響がこだまして、沖縄 

 の「今」をのぞき込むようでもあります。（美術館展示会案内より） 

 

３. 材料技法 

  ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、テンペラ、油彩 

 

４. 展覧会場 

  佐喜眞美術館  〒901-2204 沖縄県宜野湾市上原 358 

 

５. 展覧会期  

  2009年10月07日（水）～2010年01月18日（月） 休み：火曜日、年末年始休館※85日間 

 

６. 開館時間 

   09：30～17：00 

 

７. 観覧料金  

  美術館入館料（大人700円 中高600円 小人300円） 

 

８. 企画  

  佐喜眞美術館 
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９. 作品リスト（pp.５-30） 

No.   作  品  名  サイズ（ｃｍ） 材   料 
制作

年月 
備 考 

141 
シリーズ「痕跡のあと」I 83.0 x 116.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

142 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅱ 83.0 x 116.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

143 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅲ 99.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

144 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅳ 116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

145 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅴ 116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

146 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅵ 116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

147 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅶ 116.0 x 136.0 cm ナンピ材、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

148 
シリーズ「痕跡のあと」Ⅷ 133.0 x 406.0 cm 杉材、ニカワ、顔料、箔、テン

ペラ、油彩 

1992 年

2009 年 

第 10 回個展

第 18 回個展 

271 
Sweet400-blue sugar- 116.0 x 180.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

272 
Sweet400-red sugar-  116.0 x 180.1 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 
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273 
Sweet400-double sugar-  210.0 x 360.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

274 
Sweet400-brown sugar-  128.0 x 180.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

275 
Sweet400-sugar coat1-  60.0 x 90.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

276 
Sweet400-sugar coat2-  60.0 x 90.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

277 
Sweet400-sugar house1-  60.0 x 90.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

278 
Sweet400-sugar house2-  60.0 x 90.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

279 
Sweet400-sugar house3-  60.0 x 90.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

280 
Sweet400-Triple sugar-  233.0 x 480.0 cm 顔料、ニカワ、箔、油彩、板 

2009 年

2009 年 

第 17 回個展

第 18 回個展 

 

 

10. 関連イベント（pp.32-33） 

   アーティスト・トーク 

   日時＝2009年11月23日（月）16:00～ 

   会場＝佐喜眞美術館 

   出演＝金城満 
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11. 考察（報道等資料）（pp.34-40） 

 ⑴沖縄タイムス 2009.11.06 10 月美術月評/言葉の異物で緊張感 

              (美術批評家、沖縄県立芸術大学講師/土屋誠一) 

 

 ⑵沖縄タイムス 2009.11.23 展評/生の具体性体験させる 

                      (グループ ZO同人/山田 高) 

 

 ⑶琉球新報 2009.12.16 展評/時空超え心の目で対話  

       (近代沖縄洋楽受容史研究、沖縄県立芸術大学講師/三島わかな) 

 

 ⑷琉球新報 2009.12.22 あしゃぎ/「甘いかゆみ」金城満 

 

 ⑸沖縄タイムス 2009.12.28 年末回顧県内⑥美術 

                (沖縄県立芸術大学非常勤講師/佐藤文彦) 

 

 ⑹琉球新報 2010.11.13 12 月美術月評/苦闘する作家の生気 

                   (沖縄県立芸術大学教授/田中睦治)    

  

 ⑺信濃毎日新聞 2010.01.29  

            金城満さん抽象画「Sweet400」浮かぶ沖縄の閉塞感 
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SWEET400-TRIPLE SUGAR-「ぬけがらの音」

各233×480cm　2009年顔料、
ニカワ、箔、油彩、板
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作品部分
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右ページの曲「Triple sugar」は同タイトルの絵画作品の音版として作曲した。

繰り返される工工四に、

バッハのピアノ曲ゴールドベルク変奏曲の15番と21番の右手部分を変化させて重ね、

さらにラジオの周波数を探る音として、2009年の沖縄にあるノイズを幾重にも重ねた曲である。

http://homepage.mac.com/mkingmking/

「金城満の仕事」で検索
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始点である盲点が光を感じないなら

闇である

言い換えると、闇点、闇線、闇面である

歴史に光をあてる・・と言うが

歴史に闇をあてる・・とは言わない

この段階で片手落ちの見方が生じている

闇は、単に負の面を強調した見方ではなく

光と対をなした同時性の見方だろう

光も闇も歴史に潜り込む浸透性があり

光は盲点を、破線の盲線に変え

破線の盲線はやがてランダムな島を形成する

島影を俯瞰していく感覚がアートなのか

島影を渡っていくのが歴史なのか

今は浮遊感の強い政治情勢であり

今日、明日にも

島影が変異させられるニュースの時代である

嫌な予感と良い兆しが

同時に起こっている・・・

　　　　　　　　　　　　　　　2009/12/09

原爆の光によって壁に出来たシルエットの人影

一瞬にして人体は気化し

影だけがそこに居た人を照らし出す

感光した歴史

この関係の変異からみえてくるもの

光と影

ポジとネガ

そして

遠く離れたところ

網膜の視神経が入ってくる部分には

光を感じない盲点がある

盲点とは言語上の意味だけでなく

本当に存在している身体の点

盲点は光を感じるために必要な点

この点をのばして考える

盲点から盲線、盲線から盲面

盲点が動くと盲線になる

線の形は点の動きで決まる

盲面は盲線に囲まれて出来る場合と

盲線のスライドで出来る
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2009/10/07~2010/01/18 

第 18 回個展・佐喜眞美術館  in Ginowan  

金城満展 2009 

 -Triple Sugar「ぬけがらの音」- 

プレゼンテーションレジュメ 

日時：2009 年 11 月 23 日（月）14:00～ 

会場：佐喜眞美術館 

使用ソフト：Keynote 

時間：40 分（映像含む） 

 
 
第 17 回個展・画廊沖縄での  Sweet400 シリーズと、  

関連しての展覧会のためプレゼンテーションレジュメも

重複している。従ってその部分は省略して、追加部分の

みの記述とした。 
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１. 本日の内容 

（重複のため省略） 

 

２. 起請文 

（重複のため省略） 

 

３. 砂糖について 

（重複のため省略） 

 

砂糖の甘さと沖縄の状況を重ね合わせて 

以下 Sweet400 シリーズに追加部分 

 

・・・との思いから半年後、次の事実があ

ることを知った。 

 

重い病気から来るかゆみがある 

⑴がん等が原因で全身に強いかゆみを感 

じる場合がある。 

 

⑵その原因を探っていくと・・・ 

 

⑶正体は進行したがん患者の痛みを抑える 

ためなどに使用される「モルヒネ」 

 

⑷ このモルヒネによく似た物質 「βエン

ドルフィン」が体内でたくさん作られてい

たためにかゆみを感じる。 

 

⑸βエンドルフィンは「おいしいものを食

べる」「熱いお風呂に入る」「長距離マラ

ソンを走る」など、快感を感じた時や、苦

しみを和らげる必要がある時に脳で作られ

る「快楽物質」。 

 

⑹ 一体なぜ、この物質がかゆみにつながる

のか？ 

 

⑺脳は体内に大きな病気があると、快楽物 

質であるβエンドルフィンを大量に放出し

てストレスを和らげようとする。 

 

⑻しかし、そのままではピンチを知らせる 

シグナルが脳に届かない恐れがある。 

 

⑼実は、かゆみを伝える神経にはβエンド

ルフィンを受け取る受容体がついていて、

異変をかゆみとして知らせる。 

 

⑽かゆみは重大な病気があることを教え 

てくれる、貴重なシグナルだった！ 

 

 

４. 作品の構成要素 

（重複のため省略） 

 

 

５. 制作のプロセス 

 （重複のため省略） 

 

 

６．その他の展開 

（重複のため省略） 
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琉球新報
平成21（2009）年12月22日
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平成22（2010）年01月13日
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信濃毎日新聞
平成22（2010）年01月29日
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